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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 45,804 6.0 2,524 18.9 2,839 42.8 1,779 72.5
25年3月期第1四半期 43,203 39.0 2,123 724.4 1,987 528.5 1,031 439.3

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 4,568百万円 （186.8％） 25年3月期第1四半期 1,592百万円 （333.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 120.06 ―
25年3月期第1四半期 69.61 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 108,540 61,374 48.3 3,539.86
25年3月期 102,975 56,094 46.5 3,230.12
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  52,456百万円 25年3月期  47,866百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 18.00 ― 18.00 36.00
26年3月期 ―
26年3月期（予想） 18.00 ― 18.00 36.00

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 93,000 10.3 5,200 24.4 5,700 45.9 3,300 57.1 222.69
通期 194,000 15.8 10,400 51.9 10,800 43.5 5,400 38.6 364.40



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終
了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に与える不確実な要因に係る本
資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。なお、上記業績予想に関する
事項は、添付資料P２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 14,820,000 株 25年3月期 14,820,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 1,159 株 25年3月期 1,159 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 14,818,841 株 25年3月期1Q 14,818,841 株
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（１）経営成績に関する説明 

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年末からの円安・株高の進行に伴い輸出と企業収益の改善

が見られ、企業の設備投資や生産状況も持ち直してきているとされております。海外においても、欧州政府債務問

題や中国経済の先行き等の不安要素はあるものの、米国の回復傾向等を背景に全体的には緩やかながら底堅い回復

基調での推移となりました。 

 このような環境のなか、当社グループは、国内市場における顧客からの受注減少や軽自動車向け部品の構成増加

等による影響があったものの、海外市場における顧客からの受注増加や円安効果により、当第１四半期連結累計期

間の売上高は、458億４百万円（前年同期比6.0％増）、営業利益25億２千４百万円（前年同期比18.9％増）、経常

利益28億３千９百万円（前年同期比42.8％増）、当期純利益17億７千９百万円（前年同期比72.5％増）となりまし

た。 

  

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。 

(日本） 

 国内市場においては、円安効果に加え、費用削減施策を継続展開してまいりましたが、顧客からの受注減少や軽

自動車向け部品の構成が高止まりで推移したこと等により、売上高170億２百万円（前年同期比16.5％減）、営業

利益６億８百万円（前年同期比42.7％減）となりました。 

(北米） 

 主に円安による換算差で増収となりましたが、ユタカ・テクノロジーズ・デ・メキシコ・エス・エー・デ・シ

ー・ブイの立ち上げ費用が発生したことにより、売上高201億９千８百万円（前年同期比25.4％増）、営業利益１

億９千５百万円（前年同期比40.7％減）となりました。 

(アジア） 

 タイ洪水影響からの回復やインドネシア二輪市場の需要回復にともなう顧客からの受注増加に加え、円安効果も

あり、売上高68億７千９百万円（前年同期比114.6％増）、営業利益11億７千８百万円（前年同期１億６百万円）

となりました。 

（中国） 

 円安による換算差で増収となったものの、日中関係から来る日本製品の販売低迷の影響により、売上高62億２千

６百万円（前年同期比6.5％増）、営業利益５億９千２百万円（前年同期比3.7％減）となりました。 

（その他） 

 顧客からの受注が、ブラジルにおいては増加したものの、英国においては減少したことにより、売上高16億３千

５百万円（前年同期比11.0％減）、営業利益３千４百万円（前年同期比57.5％減）となりました。 

（注）上記に記載しているセグメント別の売上高は、外部顧客への売上高とセグメント間の内部売上高又は振替

高の合計であります。 

  

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、設備投資に伴い有形固定資産が増加しましたが、主には円安に

よる為替の換算差で外貨建て資産が増加したことにより、前連結会計年度末に比べ55億６千４百万円増加し、

1,085億４千万円となりました。 

 また、負債につきましても、賞与引当金や短期借入金が減少しましたが、総資産と同様、外貨建て負債が為替の

換算差で増加したことにより、前連結会計年度末に比べ２億８千４百万円増加し、471億６千５百万円となりまし

た。 

 純資産も、利益剰余金の増加に加え、為替換算調整勘定が増加（マイナス値が減少）したことにより、前連結会

計年度末に比べ52億８千万円増加し、613億７千４百万円となりました。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 売上構成の変化及び費用削減施策の効果等に加え、当第１四半期連結累計期間の為替レートが円安に推移したこ

とや第２四半期連結会計期間以降も当初の想定より円安に推移することが見込まれることから、売上高及び各利益

ともに前回発表予想を上回る見込みであり、第２四半期連結累計期間及び通期の業績予想を修正いたしました。 

 なお、為替レートは、第２四半期連結会計期間以降の為替想定レートを１米ドル90円から95円に変更しておりま

す。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

 なお、当第１四半期連結会計期間より、連結子会社であるワイエス・テック（タイランド）カンパニー・リミテ

ッド及びユタカ・ド・ブラジル・リミターダは、決算日を12月31日から３月31日に変更しております。この変更に

伴う平成25年１月１日から平成25年３月31日までの３ヶ月間の損益については、利益剰余金に計上しております。

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

・税金費用の計算 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  該当事項はありません。 

   

該当事項はありません。   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

３．継続企業の前提に関する重要事象等

－3－

㈱ユタカ技研　（7229）　平成26年３月期　第１四半期決算短信



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 15,545 17,626

受取手形及び売掛金 20,135 21,291

製品 2,755 2,677

仕掛品 2,152 2,268

原材料及び貯蔵品 13,125 12,817

繰延税金資産 1,278 1,356

その他 3,152 2,553

流動資産合計 58,145 60,592

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 25,086 25,958

減価償却累計額 △12,902 △13,335

減損損失累計額 △177 △186

建物及び構築物（純額） 12,006 12,436

機械装置及び運搬具 70,512 75,457

減価償却累計額 △54,076 △56,927

減損損失累計額 △14 △14

機械装置及び運搬具（純額） 16,421 18,515

工具、器具及び備品 19,266 19,192

減価償却累計額 △18,482 △18,353

工具、器具及び備品（純額） 784 839

土地 6,797 6,868

リース資産 316 301

減価償却累計額 △120 △119

リース資産（純額） 196 182

建設仮勘定 4,590 4,789

有形固定資産合計 40,796 43,631

無形固定資産 426 416

投資その他の資産   

投資有価証券 67 63

長期貸付金 27 38

長期前払費用 519 546

繰延税金資産 597 825

その他 2,420 2,452

貸倒引当金 △25 △25

投資その他の資産合計 3,607 3,900

固定資産合計 44,830 47,947

資産合計 102,975 108,540
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 17,276 17,436

短期借入金 10,112 9,646

リース債務 78 74

未払法人税等 1,191 1,105

賞与引当金 1,418 897

その他 5,962 6,492

流動負債合計 36,040 35,652

固定負債   

長期借入金 8,509 8,934

リース債務 139 126

繰延税金負債 673 984

退職給付引当金 1,128 1,196

役員退職慰労引当金 74 78

その他 315 193

固定負債合計 10,840 11,512

負債合計 46,881 47,165

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,754 1,754

資本剰余金 565 565

利益剰余金 51,088 53,503

自己株式 △1 △1

株主資本合計 53,406 55,822

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △4 0

為替換算調整勘定 △5,535 △3,366

その他の包括利益累計額合計 △5,540 △3,365

少数株主持分 8,228 8,918

純資産合計 56,094 61,374

負債純資産合計 102,975 108,540
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 43,203 45,804

売上原価 37,987 39,647

売上総利益 5,216 6,156

販売費及び一般管理費 3,092 3,631

営業利益 2,123 2,524

営業外収益   

受取利息 46 32

負ののれん償却額 27 －

為替差益 － 433

その他 22 16

営業外収益合計 95 481

営業外費用   

支払利息 88 124

為替差損 77 －

その他 64 42

営業外費用合計 230 167

経常利益 1,987 2,839

特別利益   

固定資産売却益 29 6

特別利益合計 29 6

特別損失   

固定資産廃棄損 13 1

固定資産売却損 0 －

特別退職金 28 23

特別損失合計 42 25

税金等調整前四半期純利益 1,974 2,819

法人税等 705 748

少数株主損益調整前四半期純利益 1,268 2,071

少数株主利益 237 291

四半期純利益 1,031 1,779
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,268 2,071

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 11 10

為替換算調整勘定 312 2,486

その他の包括利益合計 323 2,496

四半期包括利益 1,592 4,568

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,211 3,953

少数株主に係る四半期包括利益 381 614
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△69百万円は、セグメント間取引消去△69百万円であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．「その他」の区分は、英国及びブラジルの現地法人の事業活動を含んでおります。 

   ２．セグメント利益の調整額△84百万円は、セグメント間取引消去△84百万円であります。 

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  16,541  16,030  2,948  5,844  1,838  43,203  －  43,203

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 3,824  83  256  3  －  4,167  △4,167  －

計  20,366  16,113  3,205  5,847  1,838  47,370  △4,167  43,203

セグメント利益  1,061  329  106  615  80  2,192  △69  2,123

  （単位：百万円）

  日本 北米 アジア 中国
その他

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３ 

売上高    

(1)外部顧客への売上高  11,286  20,111  6,684  6,086  1,634  45,804  －  45,804

(2)セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 5,715  86  194  140  0  6,138  △6,138  －

計  17,002  20,198  6,879  6,226  1,635  51,942  △6,138  45,804

セグメント利益  608  195  1,178  592  34  2,608  △84  2,524
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